
か
ら
う
か
せ
思
は
れ
<
･｡

夕
陽
G
l汐
が
ほ
ゝ
け
i
i
y

タ
ス
デ
の
街
tこ
渚
ち
ろ
頃
私
泣
け
符
合

へ
蹄

っ
て
明
日
り
奥
地
入
り
み
待
っ
た
の
で
あ
る
(未
完
)

地
理
散
財

3ヾ
し
て

の
地
形
図

(+

〓

絵

本

近

傍

肝
鮮
問

二
十
騎
分
7帝
国
問
､
高
山
･長
野
､五
約
分
1地
形
固
､
大

町
｡池
川
｡絵
本
晶
洗
､こ
鵜
五
千
分
7地
形
脚
､
松
本
妊
傍
､
二
十

鴨
分
1
地
質
脚
､
満
山
｡上
関
O

I
p
地
親
｡地
質
及
地
質
構
造

簡
閲
固
高
山
魂
の
東
部
を
占
む
る
粉
本
盆
地
は
北
々

酉
-
面
々
兼
に
向
ひ
､延
長
五
二
肝
､幅
は
北
に
荻
-
商

に
贋
-
粉
本
附
近
に
於
て
約

二

7粁
'
爾
箱
概
測
三
七

〇
方
粁
p
盆
地
は
北
だ
甫
ビ
に
高
-
大
町
ゆ飽
尻
附
近
は

七
二
〇
兼
乃
至
七
三
〇
米
.
中
央
部
に
向
ひ
て
漸
次
に

檎
-
'
明
科
犀
川
橋

附
近
は
五
二
〇
米
で
あ
る
｡
盆
地

の
由

に
は
飛
騨
山
地
の
東
経
が
障
壁
を
な
し
て
峰
致
し

ナ
八カ
ムリ

タカ

有
明
山
･常
食
按
･
鍋

羅

山

｡蝶
ケ
山獄
･小
岩

樺
等

二
七
〇

〇
米
前
後
の
山
故
が
前
山
耽
む
な
し
.
東
に
西
方
に
は

地
部
数
材
1}
し
て
の
地
形
掛

燕
放
｡大
天
井
･束
天
井
･穂
高
赦
｡槍
獄
等
三
〇
〇
〇
米

内
外
の
峻
峯
が
階
段
状
を
な
し
て
聾
ゆ
｡
こ
れ
に
反
し

て
盆
地
の
東
方
は
著
し
-
檎
-
､

一
〇
〇
〇
米
乃
至

一

五
〇
〇
米
に
し
て
二
〇
〇
〇
米
に
及
ぶ
は
ま
ケ
鼻
附
近

の
新
火
山
に
於
て
見

る
の
み
で
あ
る
｡

地
質
岡
を
観
察
す
る
に
飛
騨
山
地
は
ま
だ
し
て
耽
父

古
生
暦
及
之
を
琴
-
花
園
岩

.
扮
薯
に
よ
-
て
構
成
せ

ら
れ
.
古
生
暦
は
常
食
森
の
南
方
よ
-
鍋
羅
山

･
小
蜜

坪
山
｡八
森
か
脆
肝
近
に
饗
達
し
､木
骨
山
脈
に
虜
す
る

掩
尻
附
近
の
山
地
亦
こ
れ
に
属
す
.
岩
石
は
粘
板
岩
･硬

砂
岩
｡機
岩
.石
衣
栗
等
で
､
多
-
は
東
北
の
遺
向
を
有

す
る
.花
園
潜
は
北
方
に
露
出
多
-
'
常
念
赦
･大
天
井

N

.I;j

五
七
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練
｡有
明
山
の
常
山
を
な
し
.黒
蜜

母
花
園
岩
を
韮
ビ
す
れ
T/,
八
森
山

階
近
に
は
取
雲
母
韮
山讐
石
'
立
山

々
脈
附
近
に
は
角
閃
花
崗
岩
を
見

る
｡
舘
岩
は
荘
園
岩
を
貫
通
し
A

穂
高
赦

｡
槍
ケ
荻
等
の
峨
々
た
る

山
獄
を
な
す
｡
御
政
義

鞍
荻
｡煉

獄
等
の
新
火
山
は
以
上
の
宙
岩
の

上
に
美
麗
な
る
火
山
丘
を
載
せ
て

飛
躍
山
地
の
地
形
上
に
異
彩
か･J放

･づ
o
盆
地
の
東
部
の
山
地
は
御
坂

厨

｡
鎗
王
妃
新
暦
及
こ
れ
等
を
罫

-
富
士
帯
の
新
火
山
岩
よ
-
成
-

御
坂
暦
は
エ
オ
シ
ソ
下
部
に
粕
常

す
る
だ
せ
ら
れ
.髄
紋
岩
鼻

紋
凝

茨
岩
｡砂
岩
･磯
砦
等
よ
-
な
わ
e

保
両
帝
峠
以
南
の
筑
座
山
脈
を
つ

-
る
｡
第
三
紀
新
暦
は
絵
本
以
北

犀
川
流
域
に
贋
-
蓉
達
し
.
ま
だ

し
て
千
米
以
下
の
山
地
を
な
す
.

欝
三
春

鰐
K
助

穴
宍

五
入

石
英
閃
鱒
潜
及
翰
岩
は
両
暦
を
貰
い
て
連
出
し
て
ゐ
る

独
話
湖
附
近
以
北
よ
-
は
富
ま
静
に
属
す
る
新
火
山
岩

p･ヅ-
ネ

ウ
ヅクシ

の
L流
出
の
た
め
に
三

峰

｡

茶
目

｡
美

ヶ

原
-王
ケ
鼻
･武
石

等
の
火
山
を
つ
-
る
｡

か
-
の
如
-
盆
地
の
東
西
山
地
は
地
貌

勺
地
質
を
甚

し
-
英
に
L
p兼
部
の
山
麓
に
於
で
は
稔
本
市
の
東
商
･

赤
木
山
｡盛
尻
附
近
の
長
歌
｡寺
山
･丸
山
等
に
肯
生
暦

の
小
露
出
を
見
る
外
肯
き
岩
層
な
-
'
両
部
の
山
地
は

第
三
紀
の
僚
蓮
金
-
な
し
.
従
来
の
研
魔
に
よ
れ
ば
飛

騨
山
地
の
兼
部
は
中
生
代
の
兼
署
み
自
重
紀
)
に
起
れ

る
大
断
層
に
よ
-
て
切
断
せ
ら
れ

.

こ
の
断
膚
は
聴
川

弥
谷
よ
り
絵
本
盆
地
を
躍
.
諏
翫
'
甲
府
余
地
に
及
ぶ

も
の
で
あ
る
｡
断
層
の
楽
部
に
は
富
士
火
山
瀞
の
前
身

な
る
火
山
の
活
動
蓮
-
て
御
坂
盾
を
沈
積
し
､
其
後
.

寅
に
窮
王
妃
新
暦
を
沈
赦
し
た
.
其
後
に
於
で
再
び
北

方
よ
り
畠
山
作
用
が
加
っ
て
飛
騨
山
脈
を
し
て
南
又
は

東
南
に
特
使
せ
し
め
､
克
向
を
琴
曲
さ
せ
た
｡
こ
の
運

動
は
東
部
の
蔚
王
妃
新
暦
に
も
影
響
を
輿
へ
.
轟
皮
ゅ

.u
-
何
た
る
姫
川
唯
尻
間
の
断
膚
線
に
沿
ひ
て
は
走
向

を
し
て
南
北
に
妃
か
ら
し
め
東
O
絵
本
戯
朗
は
上
記
爾
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皮
の
構
造
運
動
に
よ
-
て
構
成
せ

ら
れ
た
る
構
遵
盆
地

S
tr
uctua
l

b
asin
で
其
後
水
蝕
ビ
堆
帝
の
作

用
を
受
け
つ
ヽ
現
今
に
及
ぶ
も
の

で
あ
る
｡
盆
地
の

一
部
が
近
き
地

質
時
代
ま
で
湖
沼
を
な
し
た
ビ
推

定
せ
ら
れ
る
革
質
は
桧
本
市
の
酉

カ
の
磯
静
下
に
腐
蝕
水
草
を
有
す

る
潮
成
粘
土
層
及
盆
地
に
贋
-
敬

蓮
す
る
湖
成
段
丘
に
よ
-
て
知
ら

れ
る
E3

五
約
叉
は
二
約
五
千
分

1
地
形
闘
わ
凱
雛

す
る
qrJ
約
六
〇
〇
光
附
妃
の
段
比
は
北
は

弛
田
よ
り
筒
_ユ
村
非
汲
_ニ
及
び
盆
地
中
で

最
-
明
附
確
も
G
lで
あ
る
O
こ
り
段
丘
以

下
の
靴
11
有
豊
帆
後
ま
で
湖
畔

｡
料
地
み

ケ
/u

ヤ
ハラ

な
せ
し
こ
q･J
は
｢

花

見

｣
｢
矢

悦

｣

(悩
陣
地

の
仰
榊
)
所
々
に
現
存
L
､
信
浪
国
府
り

遺
跡
も
現
今
の
松
本
市
光
北
の
段
丘
上
に

め
り
､
常
時
の
甘
道
も
山
総
,伽F.eTnT回
し
て

ゐ
i
i｡
松
本
城
窮
城
に
際
し
て
も
大
門
緒

川

り

水
路
改
修
其
他

排水
に
努
め
ii
ら
し

租
税
教
材
そ
し
て
の
地
形
図

い
こ
せ
托
地
形
が
物
語
っ
て
ゐ
t｡
O

J叫
れ
に
反
し
札
雌
の
段
丘
叉
は
巌

服
地
に
は
｢
原
｣
｢
丘
｣
等
の
銘
耶
多
-
石
港
･古
拙
等
多
-
散
布
し
て
ゐ

あ
｡
次
に
湖
昭
に
練
改
め
ろ
拙
宅
私
記
ぜ
げ
､
雄
志
蓮

町
｡蟻
か
嶋
｡

晴
｡耐
蝕
｡宮
淵
･小
偽
｡竹
島
｡捲
立
｡梅
内
｡新
村
･御
門
中根
悔
波
｡帝
掩

｡上
中
沢
｡下
平
潮
｡小
職
波
中
田
紺
･失
脚
｡弧
柳
･･狐
嘩
由
花
見
｡
常
水

花
見
･沖
･池
悶
･泣
花
見
･潮

解
〔五
鴇
分

一
｢
松
本
｣｢
池
田
｣容
恨
)

次
に
盆

地

の
地

形

間

を

見

て
最

も

注

目

せ
ら

る

ゝ

1
革

質
は
扇
状
地
の
尊
蓮
に
つ
い
て
3>
あ
る
.
顔
状
地
は
東

部
山
麓
に
小
規
模
で
両
部
山
麓
に
大
規
模
で
あ
る
｡
西

方
の
山
地
よ
-
凍
る
奈
良
井
川
｡蟻
川
･梓
川

･烏
川
･中

屋
川
∴
向
瀬
川
等
は
何
れ
も
膨
大
な
扇
状
地
を
つ
-
-
.

互
に
令
し
て
集
合
扇
状
地

C
.m
pourld
far}
を
な
し
でゴー

ゐ
る
｡
梓
川
扇
状
地
の
加
-
北

は

田
多
井

よ
-
商
は

和

ド声
ま
で
建
長
十
六
粁
に
も
及
ぶ
も
の
が
あ
る
｡
梓
川
は

源
空

二
千
米
に
近
き
地
に
馨
し
七
百
米
附
近
に
て
盆
地

に
入
上

.落
筆

年

来
を
越
え
.
退
し
き
浸
蝕
の
た
め

上
洗
ュ
-
運
搬
し
凍
っ
た
砂
塵
h=q･J俄
に
推
論
す
る
を
以

て
か
-
ま
で
偉
大
な
扇
状
地
を
教
育
せ
し
め
た
の
で
あ

る
｡
扇
状
地
を
流
る
る
川
は

B
raided

course
を
な
し

又
は
鑑
に
東
方
山
麓
に
突
進
し
て
山
猿

を
浸
蝕
し
っ
ゝ

あ
っ
て
.
桧
本
市
の
北
方
城
班
丘
陵
の
蘭
斜
面
の
如
き

竺
?

五
九



*

%

極
め
て
著
し
-
松
本
明
科
問
の
如
き

は
'進
だ憎
の
段

丘
を
利
用
し
て
域
池
を
通
じ
て
ゐ
る

の

で㍑
.NI,OL
明
科

以
北
の
拭
川
は
甚
だ
し
-
屈
曲
し
､
又

は
-;

梢路
･久
米

路
等
の
峡
続
を
な
し
'
輔

｡Li
に
は
段
丘

が多
いO
(二
俄

五
千
分

7

地
形
E=
｢

明
科
｣
に

つ
き
'
明

科
下
作
野

間
を
軌
察

せ
よ
)
明

科
附
近
に

於
て
は
六

百
米
附
近

に
古
き
段

丘

の
追
跡

を
見
る
.

丘 段 0) 方 北 tJb一本 抵

思
ふ
に
細
川
流
路
は
先
行

谷

An
tcccd

cntVa
T!cy

に

し
て
共
の
水
蝕
の
準

付
と

栓

本盆
地
の
山
征
に
扇
状
地

の
発
達
す
る
こ
と
ゝ
和
待

ち
て

戟
松
本
湖
を
潤
死
せ
し

節
三
巻

茄
六
欲

望

八

六〇

め
た
の
で
あ
ら
-
0

改
野
'
五
成
分

〓
正

本
｣
地
形
陶
の
六
〇
〇
兆
･七

〇
〇
兄
の
コ
ソ
ト
ル
を
辿
-
'
そ
の
間
を
淡
褐
色

に
着
色
し
.
扇
状
地
の
費
漣
状
況
を
考
察
せ
よ
.

二
'
自
然
通
路
k
)交
通

帝
図
例
｢
滋
野
Jr
i=.?
山
｣
二
桁
を
救
察
す
れ
ば
絵
本
盆

地
よ
-
他
の
地
方
に
通
す
る
C=
然
通
族
と
し
て
次
の
人

格
を
知
ち
得
る
.

クカ
†
ア

1
鈍

磨

地

峠
(八
八
九
米
)
を
縦
で
伊
那
盆
地
に
池
す
る

も
の
｡

リ
一

雄
尻
峠
H

P
〇
〇
〇
米
)
を
打
て
取
諏
盆
地
､
甲
府

盆
地
方
面
に
迫
す
る
も
の
｡

3

鳥
桝

峠
(
1
'

7
九
七
米
)
を
群
で
木
曾
谷
'
濃
尾
中

野
方
面
に
通
す
る
も
の
｡

1
仁
科
三
朝
及
娘
川
鉛
谷
に
沿

ひ
て日
本
海
方
面
に
通

す
る
も
の
｡

ぅ
梓
川
黙
谷
に
浩
ひ
野
穿
畔
(
7
'
六
七
二
光
)
を
経
て

飛
騨
花
山
井
向
に
､同
じ
-
安
房
峠
二

､六
人
三
水
)

又
は
粍
赦
畔
(
二
'
〇
九
四
米
)
を
絹
て
飛
邸
触
紳
方

面
に
通
す
る
も
の
｡



6
大
町
よ
り
詑
川
硲
谷
に
沿
ひ
て
針

ノ
木
峠
(
二
､
五
四

1
米
)
を
越
え
越
中
方
面
に
通
す
る
も
の
0

7
絵
本
祁
よ
-
北
上
し
刈
谷
脱
峠
(
7
'

〇
二
〇
米
)
'

立
峠

(
1
.
〇
7
0
米
)
､独

ケ
帰

城
峠
(九

Lハ
四
米
)
杏

群
で
滋
野
盆
地
に
t
や
ー-1
付
よ
-
淡
折
し
て
保
和
洋

峠
〓

'
二
円
玄
米
)
'
又
は
大
洞
峠

二

､
〇
〇
〇
米
)

を
綻
て
上
山
盆
地
方
面

に
至
る
も
の
｡

cc
大
町
よ
-
梯
川
及
支
流
土
肱
川
に
沿

ひて
長
野
方
面

に
通
す
る
も
の
｡

以
上
の
中
,I,
･･I
は
飛
騨
山
地
横
断
の
通
路
と
し
て
'

恰
も
軟
洲

ア
ル
プ

ス
の

サ

ン
ベ
ル
ナ

ル
ド
･
ブ

レ
ン
ネ

ル
の
池
路
ビ
比
す

べ
-
'
中
音
に
於
て
は
概
略
上
'

交

迫
上
e
.減
せ
ら
れ
山
旋
品
々

･
大
町
尊
に
は
別
所
又
に

出
城
を
設
け
ら
れ
て
あ

つ
た
が
'
現
今

は
特
殊
人
に
利

用
せ
ら
る
ゝ
地
方
的
通
路
た
る
に
過
ぎ

だ･t
い
.
4
は
地

形
上
口
然
的
の
通
路
}J
L
で
利
用
せ
ら
る

べ
き
も
の
で

あ
る
が
'
有
水

日
本
海
方
面
ビ
盆
地
tJ
に
政
.折
縦
筋
的

の
一交
渉
が
少
か
っ
た

ゝ
め
に
重
税

さ
れ
て
ゐ
L･t
い
O
し

か
し
輔
地
方
の
人
文
的
発
漣
は
必
ず
や
こ
の
旭
路
の
利

用
を
促
す

,tJゝ
考

へ
ら
れ
る
.
1
･リl
･3
-

の
円
通
路

地
取
軟
材
1)
し
て
の
地
形
旧

は
古
-
か
ら
利
用
さ
れ
､糠
に
1
･7
ほ
純
音
よ
-

開
通

し
'
延
芯
‥式
の
官
迫
も
こ
の
通
路
で
あ
っ
た
.

抵
tY
:式
U
r的
内
十
弔
男
､
阿
知
･竹
丘
･監
触
･･::I-.四
･汚
泥

･班志
･銘

邪
･珊
即
･.PA
e
･清
水
･長
身
･肺
校
(折
p･)正
和
･多
甘
地
｣

阿知
以
下

F.Y
.e
ま
で
の
五
節
に
伊
那
盆
地
に
わ
リ
､
班
芯

は
今
の
毘
前
で
甜
仇
の

北
方
に
わ
リ
=
れ
よ
り
､t;読
図
肘
(冶
本
)に
至
り

'
更
11
錦
部
よ
り
抹

(秤-り村術)町m問

折
を
経
て
長
野
盆
地
の
宜
和
,付
過
ぎ
て
越
後
に
菰
じ
た
､
銀
部
か
ら
分

吐
し
て
相
即
･髭
租
か
経
て
上
円
に
繁
り
取
に
上
軒
に
池
じ
iI｡常
時
､

京
師
よ
り
t;正
に
迅
す
る
に
は
弟
煎
坂
本
よ
り
木
什
山
脈
か
a
･一)て
伊

那
谷
よ
:
北
上
し
て
均
府
に
至
っ
た
も
の
で
わ
あ
｡
木
曾
路
は
奈
良
時

代
_二
流
じ
た
る
が
如
-
､
啓
呼
人
責
二
咋
十
月
の
帳
に
｢始
悶
英
紙
助

岐
熊
川
泣
｣
和
銅
六
年
七
月
の
総
に
｢咲
浪
信
求
二
閥
之
堺
筏
泣
愉
阻

至

れ

六
l



地

球

維
還
班
糊
付
通
告
旅
路
｣
ミ
あ
り
.
然
れ
'･/)も
埜
各
式
甘
逆
が
伊
抑
路

な
る
私
見
ぼ
水
甘
路
開
通
後
J
甘
沼
ミ
し
て
は
伊
那
路
在
位
用
ぜ
L
が

如
し
｡
天
竺

二
年
信
長
蹴
金
し
て
道
路
み
修
理
L
､
中
仙
盛
の
開
け
て

よ
り
水
管
路
は
成
-
利
用
せ
ら
れ
る
株
に
七
つ
ii
｡
倍
娘
に
二
十
六
僻

み
荘
-
｡席
寵
.婆
佃
工
一再

肘
壷

琴

須
原
上

松
･輔
鳥
･官
学

駁
撃

寮
長
非
｡
繋
州
｡
本
山
海
ぷ
･盟
年
下
細
評
･
和
甲
長
久
伴
奏
EI･望

月
｡八
幡
盛
名
甲
岩
村
田
｡小
田
非
｡追
分
｡沓
掛
･揮
非
播

現
今
.
鮭
尻
よ
-
北
上
し
て
郷
原
｡村
井
蕗

春
繭

甲

刈
谷
原
｡愈
田
立
円
柳
｡施
標
を
経
て
長
野
に
通
す
る
は

北
国
西
街
道
ビ
挿
し
.
分
岐
し
て
上
田
に
向
ふ
を
こ
線

路
街
道
ビ
い
ふ
｡
松
本
よ
-
豊
科
･穂
高
･池
田
｡大
町
を

経
て
北
上
す
る
は
糸
魚
川
街
道
k
J
い
ひ
､
絵
本
よ
-
良

丑
｡新
島

々
等
を
経
て
飛
騨
に
向
ふ
を
野
沓
街
道
ビ
い

ふ
｡
餓
造
中
央
線
｡篠
井
線
･信
濃
餓
道
も
上
述
の
自
然

通
路
を
利
用
せ
る
も
の
多
-
､
頗
尻
散
訪
問
の
迂
回
兼

は
伊
那
盆
地
の
経
陣
的
闘
係
に
よ
る
も
の
ビ
考

へ
ら
れ

る
○統

習
p
地
形
固
又
は
帝
国
園
に
つ
き
犀
川
弥
谷
が
交

通
路
だ
し
て
利
用
乏
し
き
所
以
を
考
察
せ
よ
O

三
'
取
落
の
形
式

洗
馬
｡鹸
尻
｡歴
石
｡村
井
･岡
田
｡豊
科
｡穂
高
･池
田
･

第
三
番

第
六
既

望

0

詫
こ

大
町
等
街
道
に
添
ひ
て
街
村
の
形
式
を
ど
つ
て
常
連
せ

る
も
の
多
.J
O
洗
魔
は
木
骨
谷
の
谷
口
衆
蕗
だ
し
て
.

飽
尻
は
筑
摩
地
畔
も蛤
尻
峠
の
山
麓
兼
蕗
だ
し
て
､且
つ

盆
地
南
端
に
於
け
る
交
通
箪
略
上
の
安
鎮
ビ
し
て
敏
速

し
た
の
で
あ
る
｡
歴
尻
北
方
の
桔
梗
ケ
原
音
職
場

(求

田
武
ビ
小
笠
原
武
ど
の
)
は
そ
れ
ら
の

一
部
を
物
語
っ

て
ゐ
る
.
村
井
｡岡
田
は
捻
本
城
の
城
外
東
蕗
だ
し
て
基

府
時
代
に
繁
発
し
た
O
常
時
松
本
に
は
旅
人
の
宿
泊
を

好
ま
ず
多
-
は
村
井
岡
田
に
蔵
宿
せ
し
め
た
が
､
浅
間

温
泉

へ
も
蔵
宿
を
許
さ

れ
ざ
る
踊
係
上
'
岡
田
町
は
樽

に
繁
巣
を
窓
に
し
た
が

'
虜
藩
ビ
交
通
路
の
縫
蓮
ビ
は

昔
日
の
繁
華
を
許
さ
･5･
る
に
萱

らし
め
た
.
現
今
に
訳

て
は
町
民
の
多
-
は
農
業
に
従
事
す
る
ビ
雅
も
放
倉
･

旗
革
風
の
家
屋
だ
町
の
ブ
ラ
ン
は
往
時
の
宿
場
を
物
語

る
｡
刈
谷
原
峠
の
麓
に
あ
る
刈
谷
原
も
同
様
に
荒
腰
の

あ
と
を
見
る
.
大
町
は
盆
地
の
北
鏡
だ
し
て
挽
尻
ビ
同

様
に
蛮
就
せ
ら
れ
針
ノ
木
崎
の
通
路
も
昔
時
は
越
中

へ

の
道
路
}J
L
で
利
用
せ
ら
れ
た
｡
近
時
の
大
町
は
登
山

準
備
所
だ
し
て
夏
季
雑
事
を
極
め
､
北
郊
の
仁
科
成
育

城
北
}J
幽
連
な
木
崎
湖
は
蕊
趣
を
珠
へ
'
帝
国
の
ル
ツ



エ

ル
ソ
に
も
比
す

べ
き
か
｡

枚
本
市
は
盆
地
の
中
心
都
市
f̂J
し
て
城
下
街
の
形
式

など-て
敏
速
L
t
磨
城
後
も
地
力
的
産
業
都
市
ビ
し

て
膨
脹
し
っ
ゝ
あ
る
｡
城
地
は
市
の
中
央
に
あ
っ
て
大

部
分
規
捜
さ
れ
た
る
三
重
の
堀
､
修
嘩
さ
れ
た
る
天
守

閣
等
'
硝
梶
辞
さ
れ
､
商
に
は
大
名
町
､
北
に
は
北
馬

場
町
･徒
士
町
･旗
町
｡同
心
町
等

あ
-
て
武
家
士
族
屋

敷
の
跡
を
止
む
.
女
鳥
羽
川
以
南
は
商
工
衛
を
な
し
､

本
町
｡伊
勢
町
｡仲
町
･組
府
町
等

繁
華
を
極
め
豪
商
多

し
｡
市
は
盆
地
の
中
心
の
要
地
を
占
む
る
た
め
多
-
の

交
通
線
を
集
中
し
､
市
術
も
そ
れ
等
の
交
通
練
に
添
ひ

て
術
相
の
形
式
を
..,J
-
て
費
展
し
っ
ゝ
あ
-
｡
市
は
女

鳥
羽
川
及
薄
川
扇
状
地
の
末
端
の
.低
地
に
建
設
さ
れ
､

従
妹
は
女
鳥
羽
川
扇
状
地
を
利
用
し
て
北
部
に
聴
展
し

た
れ
で
漸
次
に
高
燥
だ
な
る
を
以
て
飲
料
水
其
他
に
不

便
多
-
e
賂
妹
に
於
で
は
東
南
部
の
薄
川
虜
状
地
を
利

用
し
て
登
展
す
る
も
の
ど
考

へ
ら
る
0

現
に
絵
本
高
等
準
綾
附
近
の
L新
市
術
'
囲
原
町
の
駿

展
井
に
iE
の
南
郊
1
枚
本
村
の
併
脊
(本
年
四
月

1
日
)

等
は
こ
の
傾
向
中
二不
せ
る
も
の
で
あ
る
｡
(
二
苗
五
千
分

地
現
数
材
,rJ
し
て
の
地
形
柑

…
地
形
固
参
照
)

崩
批
地
下
部
盛
々
よ
り
多
数
の
地
下
水
の
抽
出
又
H_
境
川
す
tc
l
言

は

松
本
市
低
地
の
受
-
ろ
天
碁
に
し
て
滑
沖
な
る
飲
料
水
粘
供
給
し
て
ゐ

為
｡
近
時
完
成
L
i1
上
水
逆
も
.
あ

天
然
の
地
下
水
か
利
用
せ
る
も
の

で
水
城
粗
は
常
淵
の
田
方
奈
良
非
川
岬
に
あ
り
'
掃
出
盈

Z
秒
間
11
四

立
方
尺
､
詑
力
に
て
之
ね
城
山
(
六
四
Lp.-光
附
近

)tこ揚げ
て
貯
水
弛
み

作
り
､
現
在

山
口
約
三
鵜
石
松
市
内
に
供
給
し
っ
～
め
り
｡
粒
耗
閉
ら

れ
な
か
つ
ih
仰
6
1西
北
部
大
門
梓
川
淡
域

!
符
が
伸
宅
地
TJ
し
て
祭
展

し
っ
～
み

ろ
代
金
-
上
水
道
給
水
の
戯
苫
_こ
よ
る
の
で
み
ろ
｡

盆
地
に
散
鮎
す
る
村
落
は
紫
紺
多
し
｡

こ
れ
農
業
的

の
果
落
な
る
た
め
で
あ
っ
て
.
梓
川
扇
状
地
附
近
の
汲

多
相
･竹
田
相
｡利
田
町
尊
は
著
名
で
あ
る
｡
浅
間
･湯
ノ

原
･里
山
並
等
は
弧
泉
を
中
心
ビ
し
て
生
せ
る
赫
殊
暴

落
で
あ
る
｡

更
に
絵
本
近
傍
の
取
落
の
垂
直
的
分
布
を
見
る
に
約

山
0
0
0
米
を
以
で
宋
席
的
緊
蕗
の
限
鼎
だ
し
､地
形
･

食
料
･飲
料
水
等
の
便
あ
る
地
に
限

-
7
三
〇
〇
米
附

近
ま
で
は
暴
落
を
つ
-
-
得
る
が
如
し
｡
犀
川
統
域
の

舘
王
妃
滑
は
階
段
農
法
を
以
て
上
頂
附
近
ま
で
開
墾
さ

れ

1
0
0
0
兼
近
-
に
ま
で
村
落
を
見
'
桧
本
市
の
凍

甫
八
軒
欠
線
泉
は

7
0
0
0
米
に
あ
-
｡
野
穿
街
道
に

芸
.二

六
[tt



地

球

茄
へ
る
川
捕
二

二
六
〇
米
)'
番
所
(
二
二
〇
〇
米
)等

は
極
め
て
稀
tIb例
で
あ
る
｡
衷
蕗
の
最
も
密
に
分
布
す

る
は
七
五
〇
来
以
下
に
L
で
'
盆
地
の
iii
嬰
艶
蕗
は
何

れ
も
こ
の
中
に
あ
も

大
町
(七
二
〇
)'
池
田

(六
〇

〇
).穂
高
(室
二
〇
).
絵
本
(六
〇
〇
).
蛙
尻

(七
二

〇
)等
｡商
山
地
に
は

1
時
的
緊
蕗
が
あ
っ
て
上
高
地
渦

泉
二

五
〇
〇
)'
白
馬
慮
(二
九
〇
〇
)其
他
の
登
山
小

屋
は
夏
期
の
登
山
季
節
の
み
新
香
を
極
め
る
が
登
山
李

の
終
る
ビ
共
に
無

人
の
境
ど
な
っ
て
し
ま
ふ
の
で
あ

る
T.
以
上
の
記
述
に
際
し
て
丸
山
東

田
両
氏
が
蔓
興

其
他
有
益
な

る
材
料
を

提
供
さ
れ
し
厚
意
脅
威
謝
す

る
0線

暫

｢
於
本
｣
地
形
固
｡
梓
川
扇
状
地
に
つ
き
二

コ

ソ

ー
ル

の
親
密
､
二
､水
田
･桑
畑
其
他
樹
木
状

況
を

観
察

し
二
二
､
扇
状
地
貌
落
配
布
の

一
斑
を

知
れ
(上
清
)

第
三
潜

5
1%

六

班

望

二

六
E
!

東
京
地
車
悌
骨
最
終
川
路
倫
段
の
茶
貴

賎
和
歌
山
評
立
徳
川
伶
符
は
弊
･:E
G
L日
月
に
桧
ら
し
い

鍵
部
に
粘
い
雌
嫁
私
有
せ
ら
れ
ー
啓
肇
に
附
協
の
文
描
松

前
築
文
樺
u
し
て
開
放
せ
ら
れ
il
G
lみ
事
始
め
ミ
I
､
所

謂
賀
旅
の
批
骨
準
位
亡
は
余
-
典
つ
i1
捌
糖
で
雑
多

の
由

莱
在
挟
析
1t,れ
､
現
.1
骨
起

七
為
末
jpi地
畢
協
懲

り
加
4
,

-
二
十
年
前
か
･;

評
機
長
副
骨
点
せ
し
て
菰
カ
せ
ら
れ
､

同
骨
の
支
那
嗣
壁
掛
業
の
如
き
は
常
時
の
魯
長
故
鍋
島
侯

伸
せ
二
人
が
光
づ
E
概
ね
醍
川
L
LtJ
節

7
問
の
蹄
資
党
.i

拙
供
さ
れ
i1
の
で
川
鍋
i-l
の
セ
め
っ
た
｡
然
る
に
倹
り
鑑

ぼ
粥
沈
6
1気
宇
は
衆
望
松
雄
4
,興
界
私
は
じ
め
綿
々
の
カ

所
.1

粥
盟
せ
ら
れ
て
次
解
tこ
公
私
6
11隅
滞
在
枠
任

せ
ら

れ
､
数
年
氷
既
に
健
脈
和
解
は
れ
k
rに
鍵
然
り
心
疾
に
的

紬
の
組
計
払
侍

へ
ろ
に
至
つ
iI
の
tは
国
家
配
骨

の
出
発
穴

ろ
の
み
な
ら
ず
､
地
銀
界
に
在
っ
て

1
人
痛
憤
に
決

へ
ぬ

桝
で
み
ろ
｡

璽観 望王室窒墜整準


